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 ある日の昼過ぎに、デイサービスを利用されている、O さんのご主

人が「今日は天気がいいのでちょっと来ました。」と笑庵へ来られ、

奥さんの隣に座られました。 
 しばらくすると、カバンの中からハーモニカと歌本を出され、「い

いですか？」とおっしゃいました。 
 そして皆さんが集まると、演奏を始められました。演奏が始まると、

その音色に聞き入り、手でリズムをとる方や、一緒に歌われる方など、

とても和やかな雰囲気となりました。童謡や、歌謡曲など、よく知っ

ている曲をたくさん演奏してくださいました。 
 いつもは歌詞本を見ながら、アカペラで歌うことはありますが、そ

の日はハーモニカの音色があることで、普段あまり歌われない方も、

自然と一緒に歌い、しっかり声が出た方もあり、御主人が演奏してく

ださったことで、とても貴重な時間となり、音楽の持つ不思議な力を

感じ、心温まるひと時となりました。 
 利用されているご家族と、趣味を通じて自然な形で関わることがで

き、うれしく思いました。 
 笑庵は地域の方々や利用されている家族の方々に本当に支えられ

ていると思います。これからもその関係を大切にしていきたいと思い

ます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつも台所で洗い物して下さる、Ｋさんが調子を崩され

た時のことです。食器を片付けず、部屋へ帰られる姿を見

て T さんが「あら、今日はどうさいたかね？洗われない

の？」と、心配そうに話しかけておられました。 
 Ｋさんが「ちょっと足が痛くてね」と話されると「それ

はいけんね。いつも皆さんの食器を片付けてごさいだけ

ん、疲れが出たかもしれんね。ここは私がするから、休む

だわ。」と、T さんが洗い物をしてくださいました。 
お年寄りさん達の、何気ない日常の光景ですが、私には、

とても心温かで、心地良い気分で満たされる気がしまし

た。 
この様な会話が、自然と当たり前に出来る顔なじみの関

係は、いざという時に心強く、笑顔も増える気がします。 
私は、お年寄りさんが役割発揮しやすいように、すぐに

手を出すのではなく、優しくしっかり見守るというのを念

頭に、皆さんが、顔なじみの関係を築けるように関わりを

持ちたいと思います。 

少にして学べば、則ち壮にして為すこと有り。 

壮にして学べば、則ち老いて衰えず。 

老いて学べば、則ち死して朽ちず。 

                 「言志四録」佐藤一斎 

 

小泉純一郎氏の講演会での言葉です。学問の力は生涯の宝にな

ると思い、私たちも常に学ぶことを忘れずに日々邁進していき

たいと思います。 


